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花 島 孝 一
市 川 眦 泊













































































津 田 三 郎殿
四醗賢助魯員
蒲 田 政 美 郎破
.清水 侍 郎殿














亀 田 利 吉 郎殿
鈴 木ilf之助殿














木 段 膨 済殿













































































● 賛 助 會 員 各 位 層
謹 啓 時 下 愈 々 御 清 程 大 賀 の 至 りに 奉 存 候





陳 者 先 般 口 本 物 理 化 學 界 全 般 の 絶 大 な る 御 支 持 の 下iz設'立
仕 候 日 本 物 理 化 學 研 究 脅 の 儀 に 關・し 甚 だ 勝 乎 が ま し き 御 贊.
助 方 御 願 申 上 候 處 下flzの如 く 各 方 面 よ り 多 數 の 御 後 援 を 賜
り 感 銘 の 極 に 有 之 候
先 は 右 御 禮 迄 如 斯 御 座 候 敬 具
昭 和 十 二 年 十 月
日 本 物 理 化 學 研 究 會
事業資金寄附者蕩名
(1、000圓以上,申込順)























小 計 金77,500圓 也
藤 井 榮 三 郎澱
堀 場 信 吉 殿
上 畠 五 一 郎 殿
日 本 製 錬 株 式 會 瓧 殿
日本香 料藥 品株式會就 殿
第一工業製藥株式會壮 殿
日本 クロス工業株式1會雇ヒ殿
大 日本 塗 料 株 式 會 祗 殿
堺 化 學 工 業 株 式 會 肚 殿
白 石 工 業 株 式 會 融 殿
龜 田 利 吉 郎 殿
木.俣 泰 清 殿
蒲 网 政 治 郎 殿-
東.京電 氣 株 式 會 涌1:殿
津 田 三 郎 殿
瀧 野 孫 二 殿
金 季 洙 殿.
わ か も と 本 舖 殿
川 西 機 械 製 作 所 殿














































匿.ロ ロ 　 コ らコ




.≠'・1㌦孔燭 ・y曝 飄 瀰 糊
壜
「物 理化學 め進歩』溝讀會 員規 定假案
第 一 悚 「1本物理化學研擁脅 ノ機躙誌クル本誌 ノ直接購讃者ヲ購誠會員 トス
第 二 條 本誌ハ隔月1偶數 月末貝)發行 トシ下認内容 ヲ有ス
(一)原報又ハ論設..(二)紹介又ハ講義(三)抄 録
第 三 條 會費ハ年參圓 トシ前緬スルモ ノトス.途 中申込者ハ巾込 ノ月ヨリ之
ヲ納入スルモ ノトス
第 四 條.経 身購読會費ハ金五拾圓 トシ氈痢 ノ會費ヲ包含セズ
第 五 條 既納 ノ會費ハ如何ナル理由アルモ之ヲ遮却セズ
　
他 昌別冊 トシテ物理化學文獣集(新着外國雜談 ヨリ.拔萃ス)ヲ毎月
發行 シ會費(年一圓)ニテ倉員島ノミ頒布ス'
本合ハ又腎國物理化學海外紹介 ノ目的 ヲ以テ別 昂年三囘歐文號 ヲ編纂シ本誌
所蔵 ノ「Vii:」及ビ「吾國 謹於 ケル物理化學研究 ノ抄録」ヲ掲戟 ス(臼費年二側)





















































































































































































































































































:御 入會 を勸む:i内轟 本
獣 日本化學研究會編 主幹 理學燉 眞 島 利 行
`コ
第2集 第11卷 第1號 昭和13'1-1F3行(月刊)
本 邦 最 新 の化 學 的 研 究 の 文 献
一般化學 ・物理化學 ・無機化學
有機化學 ・生化學 ・農化 ・應用化學其他に關する
報告及 臣缶 に就て
櫞 は 唖 見 見 よ
(1ケ年 分)(2回 に分納し得)
甲 種 〔勳 及鑞 配布)金9圓54錢1各fヒ學創汲皸 金7圓80錢 〕





最 日 本 化 學 總 覽 第 一 集 第 六 卷
新 四ゾ瀞65順 定鯉50翻 噛




















物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.5(1937)
日.本.化 學 會
(明治十一年四月東京化學會.トシテ創立)




購 護 希 望 の 向 は 邦 文 會 誌 の 方 は
東 京市紳 田區衷 紳保町三 束
同 京橋區槇町三丁目三 北





日 本 化 學 會 規 則 摘 要
.第 二 條 本曾は化學め進歩及ひ普及を固るを以て目的 とす
第 四 條 會員は化學に密接なる關係を有する個人叉は團體たるへし(以卞略)
細則第二絛 會員は下の資格の一を備ふへし
一 化學著 くは化學に密接の關係ある學科を修φうしは有盒なる研究論丈を公にしたること
一 化學上顯著の成績を擧 け若 くは化學工場に在 りτ責任ある位置に立ちたること
一 化學に密接なる闕係 を有する法人叉はこれに相當する團照たること
第 六 條 入曾を望ひ者はeat二名の紹介を以て學歴箏を記入 したる串込書を曾長に差出すへし、其の
可沓は常議曾 に於て之を決す
第 十 五 條 常會は會務報告及學衛講演等の爲め四八兩月を除 き毎月之を開 く 〔以下略)
第 十 七 條 年會は(中 略)毎年四月之 を開 く(以下略)
第二十二條 本曾は毎月一囘日本弗學曾誌 を發行す、日本化學會誌は之を邦丈及歌夊の二種に分っ
.細則第二十六絛 會誌には報丈、綜説、抄藻、雜簸、記事箸の欄を設 く但 し歐丈會誌は報丈を圭 とす
第二十三絛 倉誌は會員に配布し且學循曹及の目的を以τ之を鼓責す
第二十四絛 會蛩は一箇年金拾圓とす 、'
葉二十六絛 會費は入會諏可の月 よb納むへ し
紳則第三十三絛 曾費は毎年四月及ひ十月の二期に於て牛年分宛(四 月 よJ九月まてめ分を四月に、十
月 よ.り翌年三月 まての分 を十月に)徴集す(以 下略)
RBaJ則第三十四絛.入 會者の曾費は其際月割を以て該期分を徴集す,
入會希望者 に して紹介者 なきときは學業履歴及び現職 を特 に詳
.記.しで事務所へ 申込 まるべ し 胃.
」`● 齟圃厂㎞'ら




:京都 帚 國大 學.日本化學纖維研究所 櫻 田 一 郎 氏 編輯大阪帚大理學部 纖 維 科 學 研 究 所 呉 祐 吉 氏
繊維 關係 の外國重 要文 獻 を 出來 る丈 け忠實 叮嚀 に譯述解 説 して一 般纖 維研
究好學 家 に御 頒 ち しナこい、ご思 ひ ます
文獻 は新 舊 を問 はす纖 維 の研 究d-fitし重 要 な.るもの を撰定 して歴 史 的な も
の も:又嶄新 な もの も之 を網羅 して行 く考 へで あnま す。
即 ちHerzog,Spon51erDore,MeyerMliark,HessTrogus,Katz.Andtess,
Freudenbere,StaudingetAstbury等の繊 維科學 に關す る墓 礎 的 な電要論文 は
勿淪Ostr派の酷酸纖i=關 す る研究Heus・r,Rass。w,Liesec等の ヴィスコ
ー スに關 す る研 究其の他 化學纖 維 に開 す る餐方 面 の重 要文獻 を集録 す る豫定
であhま す。(發行 主意 及 内容 見本 賂 呈)
毎月一回二十日發背 菊版約so頁.定價 一朋60錢{途料2錢)
但 し一 年分 前 金6圓 也(迭料#':)n一年 前 金拂込 御 注文 の方
へ は綴 込表 紙 を迭呈 す
發行所 纖 維 文 獻 刊 行 會
大阪市西區京町堀通一丁目 雛紡綴雜誌瓧内























































1936年に 杓故 せ る科乃レ轟・(績)
輙 時事 [本競rこ限 り丐垂而 ∈∋L5錢1






















内11i学一;江 戸 時 代 の 生 擾學(VI)
睡究室i嚠
車海自t蝌學研究所
馳 弘i凾 一塵 麟 一堕 及鉱纏1
5

















主 筆 工県糠士 喜 多 源 遑
月 刊 化 學
第3卷
一inr40銃
(逾料3錢)評 論 前金 一年4圓
褪 料共)
第3號
結愚永を翕有する鰔帷素即ち永纖維素に㌶て 理 恥 士 泪 野 桂 六
ガソリソ合GQA):瓦斯よ り有機硫黄化合物の除去に就て…工 驫 士 舟 阪 渡
タンニン材に闘ナる醒究(D五 倍子 タンニンに就て……工 雌 士 上 田 嘉 助
Vitamin・Aの合成 工學博士 木 村 和 三 郎









タyニ ン材 に闘 す 己研 究(i)カ テキ ンに韓 て

























































































































製 造 並 昌
ItJ.禺入 一
京都布二條逋島丸西入
蕊 半 井 萬 紹 商 店
聴 上⑧丕9奎聽.
繍・座簸訟完驢





_i▲ 勧L凹 】 層 C'一
・一 一一__.一










































コ 三 オ 活 和 各
;色趣 魍
イ 版 ッ 石 帳 版
プr版 簿 物
印 印 印 印 製 印















物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.5(1937) 、
ゴ
L
日本 學 術 振 興 會 第 十 三 小 委 員』會 編 纂
我國に於ける觸媒作用の研究
第 一 輯
〔昭 和 二 年 一 昭 和 九 年 〕
本書は上記八 ケ年 に亙 る觸媒關係 の丈獻(特許 を含む)の抄鑠 を集 めたるも
のであつて,觸 媒學 の見地 より詳細 に分類 されてゐ る。 徇卷未の索引には特
に注意が拂 はれてゐ るか ら工場 に研 究室に苟 も觸媒に關係せ られ る諸子にと
つては必携の書 と云はねばならない。 目下第二輯が執筆 されっ 、あるが,第

























































































て,本 邦 に於 ける物理化學研究 の概要を廣 く世界 に紹介 することを
その使命の一つ として居hま す・之が爲,歐文號 を刊行 し,Originals
と共 にAbstractsを掲載 し,此 のAbstractsによつて本邦に.於ける
物理化學研究を餘す所な く抄録 し度い と考へ て居 ります・此のAb-
stractsは歐交號のみ ならす本誌 にも掲載 します・(1韓趾きに禍戴)
その抄録方法はn本 化學總覧の物理化學の部 に掲載 された る論交
の箸者 よ り直接原稿 を戴 いて居 りますが,1937年以降發表の論 交著
者 に して,日 本化學總覽の物理化學の部以外に揚載 された る方及び
化學總覧に未發表 にして速 に海外發表を希望せ られ る方は此旨附記
の上騏務所宛 原稿 をお迭 り下 さい.
原稿規定 英 文,タ イ プ ライ ター用紙2段rり ・131;(内の
こ と,圖 表 は挿 入 せ ざ る こ と.
昭 和12年10児25rl印嗣 鞠理 化 娯 の遘 歩
昭 和12年lO月30H發 行 第11卷 算5韓
`陽月 珂 行⊃
臨刪 胆 瀦 掲 場 信 吉
県胸 団六糊 化峯鳳 軍 層
昂 馴 轟 輻 井 松 之 助
ぼめオゆぽオめほねヨぼぼ





發 行 肝 日 本 物 理 化 胆 研 究 曾
躍 匕織 翻 振替・京郁6047番
釡 費 所 岩.波 嘗 店
　 ドののロ　ツゆニノヨ
丸 善 株 式 會耐:京都 支 店
馴肭1「中『區三韻斜■曜
◇ 本 讐K:闘ナ ゐ批 評,注 窟,『翼 求 等 は 京嶺罫帝 風大 學 物 理 イ匕學 σ子究 室 内,窪 川1前男 宛 εこ騏 ひ まづ噂,
